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§1. 序
真性半導体においてかけ られた電場が強 くなった場合には ,電気伝導特性 は
通常の Ohm電流からずれるこlとはよく知られてお り_ノ.実験的Iに.も理論的にもす
でにいくつかの研究がなされてし二､るQ電場の強さに応 じ.て qhm電流か らのずれ
方が変ることが争 っているo･電場を次牙に強くしてい骨 ば ･'はじめはO-地 電流
次に庵場に関して 7次以下 の｢恒キ比例する電流お よびある電場の強さ以上のと
ころでは ,電流は飽和することが実験的にわか っている缶
一方 ,電気伝導のような輸送現象を微視的な立場からとりあつか う理論的な
方法 は ,古典的にも量子論的にもOh皿電流に関 しては ,ある意味で確立され て




題にす.る限 りでは ･原理的に早ま線型 (Ohm電流 )あるいは ,非線型 (非 0坤 性
電艶 )に限 らず ,丁鮫的な適用性をも っているといえる.}量子効果が無視で き
ないような場合には ･電子 と電場 との相互作用のHamiltoniaqを摂動として










ことは困難ではないが ,非線型効果が大きくなるにしたが って困難が増大 し ,
計算機 を用いてもその柁力に●は限度がある｡
こうい う意味で ,何かこの外に原理的で実際的にも一般的な適用性をもった
理論的な方法が要求 されるのであるが ,そ ういうものは見出されていない｡
ただ ,直接分布函数にうったえないで ,電流が飽和される以前の非線型効果
をとりあつか う理論がいくつかある｡その中興味あるものとしてShoCkley■の
魔 手温度 の概念を用いる方法 1)と ,黒沢の電子計算機に よるシミュレーシ ョン
の方法2)とをあげることができる｡
ShbCkley-は格子系の温度 (TL)と異 る電子系の温度 (TO)という概念を
導入 して Ohm電流が流れ るときはTe-TLであるが ,電場が強 くな り非 Oh皿
性の電流が流れるところでは ,Ttij,TLとなる (この場合 の電子がhot e,1O-
Cて:rOnとよばれる )ものとして ,エネルギー ･バランスの式 と,電子 ･格子
相互作用によって ,電子がフォノンと衝突 して失 うエネルギ｣の表式 とから簡




状態を反映 しているかという点が ,後視的な立場か らは問題 となるOこのよう
な点 をより近畿的に吟味 しようとするものに上でのべたBoltzmannの輸送方
程式を羊よるも.の5)があるO
黒沢は何 らかの巨視的な意味での仮定 を用いずに ,いづれか の伝導電子に着
目して 一それの他の電子との相関を無視 して格子振動1フォノ~シ )~との多数回




この論文では電子温度とい うような概念 と ,電子計算機 のit;もらt,i)助けをも
かりずに .どちらかというと上記の黒沢の立場に近い方法で ,いくつかの仮定
のもとに非線型電流を理論的に導びきだそうとするo
･､この場合 ,伝導電子間の相関を無視した上で ,どれか一つの電子に着 目して
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伝導電子は電場によ って加速され ,フォノンとの衝突によりエネルギーの 一
部を失い ,域透 されるものと考えられる｡この伝導電子の多数回の衝突にわ た
る平均の遺産が観測される電流に対応する易動度 を与 えるものと考 えるOこ の
場今 ･衝桑によ って失われた伝導電子のエネルギーは ,格子の熟振動 エネル ギ
ーに転化するものと考える｡又 ,衝突か らそ･の次の衝突のおこる間では ,電 子
紘 ,外書路電場による加速力のみをうけるものとするOすべての伝導電子 紘 , 質
量が 皿で荷電が eであらわ されるとするQ
いま ,どれか一つの電子に着 冒して .それのCollBi'l･on a_urationを無視 し
て i(i- 1,2,-････N)番 目の衝突のおこる時刻 をtiとし,ti<℃<
ti+,1-なる時間でのこの伝導電子の運慶をVi(七)で表わ し,i番目の衝突直後
のこの電子 の逮夜をViOで表わすことにする｡













-viロ + 意 ( ti･.- t i ) (5)
となる8
























となる｡ /N-1if,(ti+." i) (5)
エネルギーに関 していえば ,電子は電場によ ゥて加速 され運動土ネルギーを
増加 し ,衝突によ ?てその一部を失 い減速され る｡ i+_1番 目の衝突によ-て
電子の失 うエネルギーを△ei と表わすと
△ei-l m(Vi(叫 )12-im塙 ,8















- eE<Ⅴ>N･%貰 (vi.,2･O-vifo,/-護=1(ti+.-ti= 7_)
とな ることがわかる~Qここで Nは充分大 きいので
N-1 2 N-1 2





















J=ne'2EN=1∑ ( t i+ 1- t i-､三_;:-五三1
hT-1 Nー-1












聖 空 等1(ti.1-ti)2J- 2m i=
ne2E










いま ,電場方向 をⅩ軸に とれば ,式(2)か ら
こ)
vix洞 - Vi,oX+ニ 丑(もー ti)孤
がえられ る｡ ここに Vix(t)8Vi.0Ⅹはそれぞれ Vi(七)∴Vl:,Qの Ⅹ軸方向の成
分であるrJEは電場の大きさを表わす1
この式 をさらに時間に関 してもう 1回積分すれば
Ⅹi(i)- Ⅹi80+ Vi･∝ (七一七i)+ 意 丑(七一ti)2 (15)
が えられ る｡Ⅹi(t).Xi,Oはそれぞれ ti<七<ti+1 なる時刻にJぉけ る ,電子
の座榛のⅩ成分 ,および i番 目の衝突がおこる位置 の座標 のⅩ成分を表わす一｡
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式 (15)か ら考えている電子が よ番 目と i+1番 目の衝突の間に動 く距離のⅩ
軸方向への射影eixは























e E e 丑 ‡ (16)
式 (18)紘 ,電子の各衝突後 の速さVi,oXおよび衝突間の距離の電場方向の射
影が ,電場の強 さ別こよち ないという範軸内において i電流の電場の強さへの
依存の仕方をexplicitに与えるものとみなすことができる｡
したが って次に
(R) Vi,oxと eixは ,電場の強さによらないということを-つの前提ある














に関 して展開 してそれぞれ展開の牙2項 までとすると? ? ? ? ? ? ?? ? ? ??












表式 (21)によ って表わ される電流が Obm電流に他ならない｡TNは電場によ
らず ,熟平衡状態での性質 のみによ って決定される緩和時間に闇当する巾 (2月
が成立するための準件 (17)は平均 としてみるな らば ･電場によ -て伝導電子に
















条件 (18)は平均としてみるならば ,衝突間に電場によ って電子に'なされる仕
事が熱平衡状態での電子の熱エネルギーよりも大きい場合に相当し)電場の強
さが このように大きいときには ,電流は式 (24)のように Ohmの場合か らはずれ
て ,電場に関 して丑1/2iこ比例するという結果がえられる.
ここでは一般式 (16)が帝定の条件 (17)と (18)をみたす場合 の電流の表式 を
求めたo Lたが って電場の強さが (17)と(18)で与えられ る強さの中間のところ
では ,電流 の電場依存性 は (?1)や (24)とは異なるものになることが考えられ る｡
又 ,条件 (18)では電場 の強さには上限がないことになるが ,だか らとい って
(24)式はどんなに､強い電場に対 してもなりたつとはいいがたいのである｡ とい
うのは ,ここでは条件 (18)のもとで ,さらに夜寒佃 を用いて ,電流の表式(卸
を求めたのであ って ,仮定(封はどんな強さの電場のもとにおいてもなりたつと
は考 えられないのみか ,む しろ電場の強さにある上限 を与えるものであると考
えられるか らであるo実際 ,実験によれば非常に強い電場 のもとでは ,電流が
飽和することが観測されている8この領域 では仮定(射そのものが破れるものと
予想 される｡
次に ,ここでは電子闇の相蘭を無視 したことを ,もう一夜注意 しておく,こ
のことは非 Ohm性電液を与える伝導電子が cond-action band_にあるものとみ
なす限 りにおいて正当化 されるだろうDそ うとするな らば ,ここで導いた非
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Ohm性電流 (24)は格子系 よりも電子系が高い温度状態になるか らというよりも
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